
Changeせいよ！
～西予市におけるオフィス改革の取り組み～

2024年11月20日
「公共建築月間記念行事」

西予市 政策企画部
デジタル推進課



自己紹介

氏名 ：稲口 智博（いなぐち ともひろ）

所属 ：政策企画部 デジタル推進課
デジタル推進係 係長
・庁内業務等のデジタル化推進
・西予ＣＡＴＶ（株）
・光伝送路維持管理
・オフィス改革事業 他

入庁 ：2007年４月
デジタル推進課：２年目

好きな言葉：「現状維持は右肩下がり」

その他：愛媛マラソン、西予市役所駅伝部、西予ソフトテニスクラブ
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愛媛県

西予市の概要

• 愛媛県の西南に位置

• 面積 514㎢

• 人口 33,856人（2024.10.31）

• 市職員数 786人（公営企業等会計を除く普通会計のみ 513人）
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• 標高差０m～1,400mの変化に富んだ自然、４億年前の地層や多彩な地形が特徴

• 「四国西予ジオパーク」として、日本ジオパークの一つに認定

• 面積が広く、人やモノの移動に多くの時間がかかる

愛媛県

西予市の概要
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2018年（平成30年）７月豪雨災害

西予市の概要

広報せいよ

2018年９月号
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西予市の概要

全国各地からボランティアや自治体職員の派遣など、多くのご支援をいただきました。
この場合をお借りしてお礼申し上げます。

2018年（平成30年）７月豪雨災害

広報せいよ

2019年７月号
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なぜオフィス改革？
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オフィス改革の目的

• 人口減少・財政悪化

• 職員数の減少

• 多様化する市民サービス ・生産性向上のための環境整備

・長期的視点での働き方改革、

意識改革へのきっかけ

・新たなイノベーションへの挑戦

オフィス改革開始
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生産性向上とは？

アウトプットを

増やす

コストを

下げる
ルーティンワークを効率化する

地域を魅力的にするアイディアや

地域の課題を解くアイディアを増やす
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以前の西予市役所の様子

モノが散乱
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以前の西予市役所の様子

書類に囲まれて仕事
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以前の西予市役所の様子

書庫が部署を仕切る壁に
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以前の西予市役所の様子

偉い人はひな壇席
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固定席前提の「昭和な」仕事スタイル

紙資料が前提
書類は机や袖机に保管

有線LAN
デスクトップパソコン

PCを持ち歩けず紙会議
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気軽に話せる場所がなかった

・関係者に声かけして了承を得る

・会議室が少なく、埋まっていることが多い

予約なしで使用できるミーティングスペースが皆無

・紙資料を印刷して打合せ

・打合せを開くまでに時間がかかる。

・決めなければならないことが先送りされ、

スピード感を持った対応が行えず、さらに問題が複雑化

・業務効率が悪くなっていく

以前の
打合せフロー

起きていた
問題
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生産性を高めるために
オフィス改革が必要だった
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西予市オフィス改革事業のこれまで

４階企画財務部既存レイアウトの変更2015.03～

４階総務部総務課既存レイアウトの変更2015.10～

オフィス改革産学官連携・協力協定締結2016.04

４階モデルオフィス完成（什器入替）2016.11

２・３階（建設・産業等の事業系）の
レイアウト変更

2019.08～

「新しい生活様式に対応した行政サービス」
構築開始（什器入替他：コロナ交付金活用）

2020.06

2022.03 本庁ほぼ全フロアレイアウト変更完了

※左から（肩書は当時）

東洋大学：戸梶亜紀彦 教授（心理学）

西予市長（前市長）

京都工芸繊維大学：仲隆介 教授（デザイン経営工学）

(株)オープン・エー：馬場正尊 氏（建築家）

2015.03：４階企画財務部（After） 2015.10：４階総務部（After）

2022.03：１階福祉事務所（After） 2022.03 ：２階産業部（After）

2016.04：オフィス改革産学官連携・協力協定締結

2022.10～ 電子決裁、クラウドPBX運用開始
オフィス改革コアチーム発足
オフィス利活用のソフト面強化 17



VS 反発の声
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職員からの反発の声

意味ある？

効果が期待できない
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市民・議会からの反発の声

もっとやるべきことがあるやろ！
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オフィス改革の意義を”何度も”説明

議会へ説明 広報誌で市民へ説明 理事者へ説明 職員へ説明

VS 反発の声
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産学官連携・協力協定締結

左から

東洋大学：戸梶亜紀彦 教授（心理学）

西予市：三好幹二 前市長

京都工芸繊維大学：仲隆介 教授（デザイン経営工学）

(株)オープン・エー：馬場正尊 氏（建築家）

大学や企業と協力協定を締結し
議会や職員への説明にも同席

VS 反発の声
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現場のメンバーでワークショップ
プロジェクトチームを創設し意見を出し合う

• 私たちが使いやすい、オフィスのレイアウトは？

• 新しい空間をどのように使いたい？

• 仕事の効率はどうやったらあげられる？私たちの理想の働き方は？

VS 反発の声
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24

ワークショップから生まれた働き方コンセプト

繋がる 楽しむ

挑む 変化を恐れず挑戦し
業務の効率化を行える

職員どうし、職員と市民の
活発なコミュニケーションが生まれる

前向きにいきいきと働ける

「Change せいよ！」



職員の抵抗が少ないものから着手

抵抗が少ない 抵抗が大きい

• Ｗｉ-Ｆｉの整備
• ノートパソコンの導入
• ＳＮＳでの情報の発信
• ＰＨＳ電話の導入
• デュアルモニターの導入

• レイアウトの変更
• 袖机の撤去
• 会議資料のデジタル化
• テレビ会議の徹底

いきなりやっても、無理。
試しながら、手ごたえを感じながらやる。

VS 反発の声
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昭和な働き方からの脱却！
現在の西予市役所
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ペーパーレスで広々したオフィスに

・袖机撤去、書棚の集約
・ミーティングスペースを捻出

Before After
2016.11：４階モデルオフィス

2015.03：４階レイアウト変更
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ペーパーレスで広々したオフィスに
Before After

2022.3：１階フロア

・袖机撤去、書棚の集約
・オープンで話しかけやすい事務室へ
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内部申請業務を紙からGaroon/kintoneのワークフローに

• 申請書を紙で印刷しハンコを押す
• 持参するかFAXで送信

ペーパーレス

Before

After

・印刷、持参、FAX不要に
・クラウド化により外出中でも申請や
承認可能

・ペーパーストックレス

Garoonのワークフローの画面

申請はワークフローで電子化
印刷・FAX不要に
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1ヶ月のワークフロー(電子申請)での平均申請数は
2年で1.7倍に

ペーパーレス

出典：
サイボウズGaroon
業務診断レポート

644 

1,022 
1,089 

2019年 2020年 2021年

1ヶ月あたりの
ワークフロー
平均申請数2年で

1.7倍
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会議資料を紙からスケジュール添付へ

• 資料を印刷し当日配布
• 打ち合わせで資料を最初から確認

ペーパーレス

Before

After

・資料は電子データで事前に添付

・印刷、配布の手間の削減
・資料を事前に読んでいるので
会議時間が短縮（クラウド化に
よりどこでも資料確認可能）

Garoonのスケジュールの画面

資料は電子データで添付
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5名以上参加するグループウェアのスケジュールへの
ファイル添付率は3年で約6倍に

ペーパーレス

出典：
サイボウズGaroon
業務診断レポート
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年間のコピー機出力枚数、2021年は前年比65万枚減

ペーパーレス

4,188,932 
4,346,494 

3,693,940 

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

2019年 2020年 2021年

コピー機出力枚数
2021年は前年比

65万枚削減

33



ミーティングエリアを増やし、常設モニタ配備

・会議室、スペースを増やし、常設モニタを設置
・PCを持ちよればすぐ打ち合わせできる

Before After

元部長室
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無線LANとノートPCでどこでも仕事ができるように

・ノートPCを持ち歩き
・自席以外でも業務ができる

高解像度の写真希望

Before After

35



昭和の会議から令和の会議へ
Before（再現）

紙資料を印刷し、配布
キングファイル片手に会議

ノートPCを持って
さっと集まり、打合せ

オンラインもOK

After
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フリーアドレス制を導入、そしてABWへ

・偉い人のひな壇席、固定席は廃止
・退庁時は机の上にモニタしかない状態に

退庁時

Before After

37



職位が異なる職員の会話が増加

223

995

79

454

22

155

オフィス改革前 オフィス改革後

3,4階層差の会話が

7.2倍に

1,2階層差

同職位

オフィス改革前後で

会話量を目視で

カウント
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価値のある情報を得る機会が増えた

オフィス改革後に、コミュニケーションから
価値ある情報を得る機会が増えたか？

増えた

17%

少し増えた

53%

変わらない

30%

出典：
西予市職員
アンケート結果

70%が

コミュニケーションから
「価値ある情報を得る
機会が増えた」と回答
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オフィス改革の効果

部署や職位を超えた会話が増え、会話の質も上がり
どこでもすぐに協議打ち合わせが可能に

意思決定のスピードの向上、質の向上
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市民生活への効果
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市民が気軽に相談できる環境づくり

子どもと一緒に
相談ができる畳敷きのスペース
庁舎で利用していたベンチを
再加工

車いすに対応し
声が漏れにくいスペース

市民生活への効果

市民の負担を減らす
総合窓口、
総合受付システムの導入
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西予市の魅力向上
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・オフィス改革視察者数（2024年３月まで）
146団体 872名

・総務省等での事例紹介、日経ニューオフィス賞受賞

西予市の魅力向上

44



西予市オフィス改革事業のこれまで

４階企画財務部既存レイアウトの変更2015.03～

４階総務部総務課既存レイアウトの変更2015.10～

オフィス改革産学官連携・協力協定締結2016.04

４階モデルオフィス完成（什器入替）2016.11

２・３階（建設・産業等の事業系）の
レイアウト変更

2019.08～

「新しい生活様式に対応した行政サービス」
構築開始（什器入替他：コロナ交付金活用）

2020.06

2022.03 本庁ほぼ全フロアレイアウト変更完了

※左から（肩書は当時）

東洋大学：戸梶亜紀彦 教授（心理学）

西予市長（前市長）

京都工芸繊維大学：仲隆介 教授（デザイン経営工学）

(株)オープン・エー：馬場正尊 氏（建築家）

2015.03：４階企画財務部（After） 2015.10：４階総務部（After）

2022.03：１階福祉事務所（After） 2022.03 ：２階産業部（After）

2016.04：オフィス改革産学官連携・協力協定締結

2022.10～ 電子決裁、クラウドPBX運用開始
オフィス改革コアチーム発足
オフィス利活用のソフト面強化 45



オフィス改革の
これから
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オフィス改革のこれから

・「変革、それこそ夢と希望を叶える唯一のすべである」

（第2次西予市総合計画より）

・時代の変化に応じた「行政サービスの変革」

・整備したハードを活かし「より良い働き方への挑戦」

・ソフト面の強化による「生産性のさらなる向上」
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オフィス改革のこれから

○現代社会の手続き

【ファミレス注文】

・スマホでQRコード

読み込み

・メニュー注文

・接客回数の削減

【住宅ローン申請】

・スマホアプリで申請

・証明書類もアプリで提出

・質問はチャット

・銀行に行く、書類を書く

回数の大幅削減

「行政手続き、職員の業務」の効率化

現代社会の手続きは大きく変化

行政手続きの変化も必要 48



オフィス改革のこれから

「行政手続き、職員の業務」の効率化

これまでのオフィス改革

・「職員の業務（バックヤード）」改革の一つ

オフィス改革をベースにした

・業務データの整理整頓、業務手順の見直し

・ノーコードツール（kintone）を活用した

オンライン申請、データ管理フォーム構築の推進

「行政手続き（フロントヤード）」改革
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オフィス改革のこれから

フリーアドレスの拡大
フリーアドレスとは

・職員が固定席を持たず、自由に席を選んで

働くスタイル

これまでのオフィス改革によって

・データ化による紙資料の減少 

・机上に紙ファイルを常時置く必要性の減少

・机上の整理整頓がいつもできている

・毎日気持ち良く働けそう！
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オフィス改革のこれから

フリーアドレスの拡大
フリーアドレスのメリット

・隣り合う職員が増えることで、

職員間のコミュニケーションが活発化 

・何気ない会話からの新しいアイデア創出、

効率的な働き方などの情報共有

・業務内容に応じて様々なスペースの中から

最適な場所を選択できる（ABWの働き方）

・主体性を持って考える意識醸成

・生産性の向上、オフィス内の整理整頓
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オフィス改革のこれから

フリーアドレスの拡大
フリーアドレス例

・各課の座席エリアは予め指定 

・係内単位などで入れ替わって座る 

・休暇などで不在の席に管理職が座る 

・ペアでの作業日などは、隣合うように座る 

・定期的に課内でシャッフルして座る

・できることから、まずはやってみる！ 

・意見をオフィス向上委員会で共有
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まとめ
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まとめ
・上司部下会話が最大7.2倍増

・70％が価値のある情報を得る機会が増えたと回答

・2年で1.7倍のワークフロー申請

・3年で６倍のグループウェアへのスケジュールへのファイル添付率

・複合機印刷年間65万枚削減
・オンライン会議により移動時間１時間以上/回 削減、燃料費削減

・多数の視察、取材により西予市の「知名度向上」「魅力の発信」
・「行政手続き」改革に向けた土台の構築

結果：働く場所の改革、ICTツールの活用により、昭和な働き方から脱却

今後：行政サービスの変革・働きやすい職場環境に向けて、ソフト事業による

改革の継続 54



ご清聴ありがとうございました。

西予市行財政改革日記 検索

西予市オフィス改革 検索

@seiyo_digital
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